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いうことがある．このことは，いわゆるＷＹＳＩＷＩＧ（What you see is what you
get）と呼ばれる視覚系と入力操作系の連携によってなされる操作過程で，視覚フィー
ドバックを得難い重度視覚障害者にとっては，マウス操作が不適合であることを意味す
る．
そこで，視覚画面とマウスのようにインタラクティブな操作関係を触覚グラフィック
ディスプレイによって支援する研究がなされるようになった．しかし，そのユーザビリ
ティ研究ではまだまだ課題は多く，以下の問題が挙げられている．
1.現在表示されているカーソル位置を見失いやすい
2.カーソルの移動距離を認識するのが困難
3.触覚表示のない部分をカーソル移動させた際の位置情報の把握が困難
これらの問題を聴覚も併用して，触覚と聴覚の複合感覚により，情報の獲得をより
確かなものとする事を狙うことにした．
具体的には，人間は移動対象に対しては，静止情報よりも認識しやすいという特性
から音像の移動によるカーソルの認識方法の可能性を追求した．これを実現するために
本研究では，左右空間の変化を，周波数変化，また上下空間の変化を音のテンポ変化というよ
うに，マウスに連動して音を発生できるようにした音像マウスを構築し，その有効性の
検証をおこなった．
実験は３つ用意し，実験1：音響の移動方向における基礎データ獲得，実験2：カー
ソル移動操作における音響の有効性，実験3：パターン計数における音響支援の有効性
を検証した．
その結果，今回構築した音響を与えることで，操作の方向や移動がより確実に認知
できる事が分かった．触覚ディスプレイの操作に音を付加することは，操作対象にする
オブジェクトの前後関係も知る上でも役立つ事が分かった．
今回の実験を通じて，触覚ディスプレイのみでの作業よりも，聴覚も併用した時の方
が，作業効率が上がる事が明らかにされたと言えた．
